
国民体育大会選手選考基準 
 

長野県スケート連盟 
【スピード】 
１ 少年選手 

① 12月初旬に行われる「長野県中学校・高等学校選抜競技会」の結果を考慮する。 
② 12月中旬に行われる「長野県高等学校総合体育大会」の結果を考慮する。 
③ 12月下旬に行われる「国体予選」の結果を考慮する。 
※以上の結果を総合し、12月国体予選会後に行われる長野県スケート連盟理事会において選手 
を選考する。 

２ 成年選手 
① 10月のシーズン初めに「ふるさと選手」登録の意思及び長野県から国体に出場する意思がある

かを確認する。 
② 12月までに行われる国内競技会の結果や前年度の競技結果を考慮する。 
③ 国際競技会に選考され日程的に国体に参加できない選手、学校行事や個人的な事情により

日程的に国体に参加できない選手を対象から除く。 
※以上を総合し、12月国体予選会後に行われる長野県スケート連盟理事会において選手を選考 
する。 

 
【ショートトラック】(少年・成年共通) 

① ９月に行われる「国体予選」の結果を考慮する。 
② 昨年度の実績や今年度の国内外競技会の結果を考慮する。 
③ スピードとの兼ね合いを考慮する。 
※以上を総合し、12月スピード国体予選会後に行われる長野県スケート連盟理事会において選 
手を選考する。 

 
【フィギュア】(少年・成年共通) 

① １１月に行われる「国体予選」の結果を考慮する。 
② 昨年度の実績や今年度の競技会結果を考慮する。 
③ 強化選手を中心に練習の様子を考慮する。 
④ ブロック国体予選会の結果で出場の可否が決定する。 
※以上を総合し、12月スピード国体予選会後に行われる長野県スケート連盟理事会において選 
手を選考する。 

 
 
 
                                             【令和３年度現在】 


